2009年4月27日、富田晃彦

ひかり保育園「うちゅうのおはなし」2009年度の案
テーマ：うちゅうのたび
内容：毎回１つ天体を訪問し、その案内をする。“風景画”をじっくり見てもらい、その世界を想像し、園児なりの空想の旅を楽しんでもらう。

今年度のねらい：「おとぎの世界とつながる宇宙・空への思い」、「園児の空想力で、時間・空間の旅を楽しむ」という面をもっと引き出す。今年度は「うちゅうのたび」１コーナーで、“ゆっくりした旅”を提案したい。前年度は「せいざのおはなし」「くも」「これはなんだ」の３コーナーで詰め込みすぎた。コーナー数減らしで内容の多様性は減り、園児の色々な興味に合致することが減る心配がある。一方、じっくり異世界を感じてもらうことで“頭の遊び”を深めてもらえるよう努力する。

取り上げる天体：JAXAやNASAの画像・動画を用いて、天体の“旅行案内”をする。
　　太陽系天体：月、火星、木星、土星

　　　風景画としての素材が多数あり、園児から質問が出やすいと思われる天体に絞った。

　　太陽系外の天体：星雲や星団

　　　色や形が印象的なものを取り上げたい。

取り上げる天体は、「切り絵」としても作りあげていきたい。たなばたまつりなど保護者参加企画での制作物としても考えていきたい。
話の進め方：これまで通り、全体として半時間程度（10:30-11:00を核）を基本に考える。

前半15分、PC＋プロジェクター投影で、富田が天体案内を話す。

　富田から：

　　Stellarium（プラネタリウム・ソフト）で、地上からその天体までズームアップする。
　　JAXAやNASAの画像・動画などを使い、その天体の案内をする。

　園児さんの反応：
　　ゆっくり異世界に浸ってもらう。

後半15分、投影したスライドから選んだ絵をA0版に印字したものを敷き、質問を受ける。

　園児さんの反応：

　　投影したスライドや「敷物の写真」をじーっと見てもらい、色々気づいてもらう。

　協力学生（錦織佑太君が現在一番興味を示している）から：

　　園児さんと一緒に、あれこれ気づく遊びを一緒に体験する。

以上
